
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

もみじ銀行口座振込の場合 ゆうちょ銀行口座振込の場合

学校賛助 会費   年額  一口 ５00 円 以上 

一家庭一人としてお考えください。

 

 

ご寄付を希望される場合 

◇裏面に「保護者の声から」とこれまでの活用について掲載しております。 

広島市手をつなぐ育成会  会長 山本 一隆 

事務局  〒７３３－０００４  広島市西区打越町１７－２７ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０８２－５０９－０６２９

口座番号 ： 01370-4-6808    

口座名義 ： 社会福祉法人 

広島市手をつなぐ育成会 

当法人へのご寄付は特定寄付金となりますので寄付金控除の対象となります。3000 円

以上のご支援の場合で、寄付控除を申請される場合は、次のようにお願いします。 

※通信欄に、「育成会への寄付」とお書きください。また受領証を後日送付させていただ
きますので、振込人欄にお名前とご住所を明記して下さい。 

わたしたちは、昭和３４年１０月２４日、市民連帯の中で知的・発達障害児の幸せのために尽力すると 

いう理念のもとに、育成会を結成いたしました。 

以来、多くの皆様のご支援のもとに、６０年余りの歴史を刻んでまいりました。 この間、障害の 

ある多くの人達とのドラマを共有しながら、福祉環境向上に努めてきております。 

しかしながら、今もなお障害のある人が望む普通の生活の実現にはほど遠く、多くの市民の 

皆様の物心両面での支えを必要としています。 今後とも皆様と手を携えて、知的・発達障害児・者の 

福祉の向上に一層努力してまいります。 

趣旨にご賛同いただける方は、本年度も学校賛助会員としてご支援くださいますようお願いいたします。 

 
令和７年度 

https://checkout.square.site/
merchant/ML81B0BDQTAK
Y/checkout/QEFA6L42YT2U
JLDAIAVOYUEG?src=webqr

◇個人情報が通知されない為、

領収書の発行は出来ません。

ＶＩＳＡ ＡｍｅｒｉｃａｎＥｘｐｒｅｓｓ 

 Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄ ＪＣＢ 

クレジットカード決済の場合

会員募集中

三篠支店 普通 ３０１４６４７ 

社会福祉法人 広島市手をつなぐ育成会 

もみじ銀行口座番号 

取扱カード 

店名 一三九店 当座 ０００６８０８ 

社会福祉法人 広島市手をつなぐ育成会

ゆうちょ銀行口座番号 
―下記の口座に振り込んでくださいー ―下記の口座に振り込んでくださいー

・もみじ銀行 
・山口銀行     の口座から振り込まれる 
・北九州銀行   場合は、 

・ダイレクトバンキングサービス 
・銀行窓口 
・ATM 

＊手数料が必要な場合は、申し訳ありませんが 
ご負担ください。 

 

ゆうちょ銀行口座から送金いただく場合は、

・ゆうちょ銀行  
・郵便局の貯金窓口   
・ＡＴＭ              
・ゆうちょダイレクト     
 

＊手数料が必要な場合は、申し訳ありませんが 
ご負担ください。 

＊上記のＱＲコードを読み取るか、

URL をクリックして、入金を行ってく

ださい。 

＊広島市手をつなぐ育成会のホーム

ページからも行うことができます。 

＊手数料はかかりません。

から申し込みが 
できます。 

から申し込みが 
できます。 

 

 

【郵便振替口座の利用】 
郵便局に備え付けの振替用紙
に、必要事項をご記入のうえお
振り込みください。    
（手数料がかかります） 

 

◇「寄付をする」 
◇「ご購入いただきありがとう

ございます」
という表記がありますが、 
賛助会員会費納入のことで 
すので、ご了承ください。 

 



 
昨年度までの会費は、主に知的障害児・者への理解と関わり方の啓発活動として、学校への冊子送付や書籍貸し出

しなどに活用させていただいています。また、障害児・者の教育と福祉の進展のため、講師の招へいによる各種研修会

の開催なども行っています。これからもより良い支援のあり方について検討しながら進めてまいります。 

□月刊誌「手をつなぐ」送付（毎年）  

 

 

 

 

 

□「知的・発達障害のある子どもを育てる Q&A」 

小学校特別支援学級１年生保護者へ配布（毎年） 

 
 

保護者の声から 

私の娘は重度知的障害を伴う自閉症ですが、小・中学校は地域の特別支援学

級に通いました。“障害のある子の学校生活”という未知の世界へ、強い不安を

抱えながらの入学でした。 

するとそこには、毎朝様子を見に来て優しく遊んでくださった上級生、理解

力の乏しい娘にも分かりやすいように工夫して対応を考えてくださった同級

生、個別に能力に合わせて授業の内容を考えて根気強く御指導くださった先生

がおられました。毎日の登下校を一緒にしていた私にも皆様の温かいお気持ち

が伝わり、辛い子育ての最中でしたが、とてもありがたく心温まる思いでし

た。 

そんな皆様との関わりは確実に娘の中に積もっていきました。親が諦めてい

たひらがなの読み書きや日常の細やかな家事が少し出来るようになっていきま

した。その頃に歌っていた歌を、大人になった今でも時折、歌って周りを驚か

せています。 

地域の小・中学校には、保護者に向けて勉強になる月刊誌「手をつなぐ」

が、毎月配布されています。これは、皆様からの「賛助会費」が活用されてい

ます。皆様の温かいご支援をいただいていることに心より感謝しております。 

成長の歩幅が小さな娘ですが、皆様の優しい心に触れて少しずつ、でも確実

に前に進めています。本当にありがとうございます。 

（南区・O さん）

 

 

「手をつなぐ」を読んで、それぞれの地域で
の工夫した取り組みを知ることができまし
た。自分達の区の活動にも取り入れました。

専門的なことや、本人や家族
の思いをダイレクトに知るこ
とができ、毎回勉強させても
らっています。 


